
整理番号１ 

事 前 評 価 個 表 

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 令和７年度～令和 11 年度（５年間） 

事業実施地区名 
（都道府県名） 

（ひだか） 
日高森林計画区 

（北海道） 
事業実施主体 

北海道森林管理局 

日
ひ

高北部
だかほくぶ

森林管理署 

日
ひ

高南部
だかなんぶ

森林管理署 

事業の概要・目的  本事業は、北海道中央南西部の太平洋側に位置する新ひだか町を含む日高北部

森林管理署、日高南部森林管理署管内の６町に所在する約 232 千 ha の国有林野

を対象としている。 

本計画区には、東側に急峻な日高山脈が南北に走り、雄大な山岳景観を形成し

ている。幌
ぽろ

尻
しり

岳
だけ

をはじめとする標高 1,500m を超える高峰が連なり、日高地方と

十勝地方の分水嶺となっている。 

また、道内外から多くの登山者など観光客が訪れており、直近では令和６年に

新たに日高山脈襟
えり

裳
も

十
と

勝
かち

国立公園が指定され、本事業実施期間には、更なる観光

利用が見込まれる。更に、地域のアイヌの人々や自治体等により、伝統文化を伝

承する取組等が活発に行われており、森とともに生きる伝統的なアイヌ民族にも

配慮するために、共用林野契約を締結するなど、文化的な機能にも着目する必要

がある。 

一方、沙流
さ る

川水系や日
ひ

高
だか

門
もん

別
べつ

川水系の河川が豊かな水量を下流部に供給するこ

とでシシャモやコンブを代表とする漁業や農業、電源開発など地域産業に重要な

役割を果たしている。 

森林の現況は、約 481 千 ha の流域面積に対して約 84％が森林となっており、

国有林は森林面積の 58％ほどである。林相は、トドマツ（68％）、カラマツ（2

3％）、エゾマツ（6％）を主とした人工林が約 23 千 ha、トドマツ、エゾマツ、

アカエゾマツ等の針葉樹にミズナラ、シナノキ、カンバ類、カエデ類等の広葉樹

が混交する針広混交林の天然林が約 188 千 ha となっている。 

森林の蓄積は北海道の平均 156 ㎥/ha に対して 150 ㎥/ha で、人工林の齢級構

成は 10 齢級をピークとする一山型であり、10 齢級以上の面積割合が約 67％を占

めている。 

また、森林面積の約 88％が水源かん養保安林を主とした保安林に指定されてお

り、地域の水源林として機能するほか、基幹産業である農業及び水産業の振興に

資する観点から保水機能を維持した適切な森林整備が求められる。 

これらのことから、多面的機能の持続的発揮を図ることができる多様な森林づ

くりのほか、適切な間伐や主伐後の確実な更新により、林地保全に配慮した森林

づくりの実施など、森林整備の必要性は一層増している。 

さらに、路網と高性能林業機械を組み合わせた低コストで効率的な作業システ



ム、伐採と造林の一貫作業システム、低密度植栽、コンテナ苗植栽、機械下刈の

導入などによる造林及び保育の低コスト化の取組を図りながら、森林資源の持続

的な利用を一層推進して、引き続き社会経済生活の向上とカーボンニュートラル

に寄与する「グリーン成長」の実現に向けて国有林の役割を継続的に果たすこと

が求められる。 

本事業ではこれまでの評価結果を踏まえ、地域の期待に応えるためにも広く、

地域の林業関係者等の意見を聞きながら、森林の有する公益的機能を持続的に発

揮するために必要な森林整備及びこれらを効率的に推進するための路網整備を実

施する。 

・主な事業内容 森林整備 更新面積    1,397ha 

保育面積  16,370ha 

路網整備 開設延長   17.55km 

 

・総事業費   6,095,474 千円（税抜き 5,541,340 千円） 

費用便益分析 

 

総便益（Ｂ）    34,144,527 千円 

総費用（Ｃ）     8,038,525 千円 

分析結果（Ｂ／Ｃ）    4.25 

森林管理局事業評価

技術検討会の意見 

事業の必要性、効率性、有効性が認められることから、本事業を実施すること 

が妥当であると考える。 

評価結果  

 

 

 

 

・必要性： 本計画区の人工林において、10 齢級以上の面積割合が 67%を占め、

森林資源の充実により本格的な利用期を迎えている。そのため、路網

整備と保育を中心とした森林整備と確実な更新作業を進め、効率的な

森林整備の実施により林業・木材産業の振興等に寄与することが期待

されている。費用便益分析の結果からも公共事業の採択に必要な評価

は得られている一方で、観光資源としての日高山脈襟裳十勝国立公園

の保健・レクリエーション機能や森林との関わりの深い独自の文化が

残るアイヌ文化も考慮した森林計画による文化機能、基幹産業である

農業・漁業の振興に資する水源涵
かん

養機能など、森林の有する多面的機

能の発揮が求められている。以上により、本計画区の森林環境保全整

備事業の必要性が認められる。 

・効率性： 今後の森林施業を見据え、利用区域内における施業の優先度を勘案

した路網整備が計画され、高性能林業機械を適切に組み合わせた作業

システムの定着、伐採と造林の一貫作業等による伐採再造林の経費縮

減、大型機械地拵や機械下刈の導入による労働強度の低減及び省力化

が図られていることからも、事業の効率性が認められる。 

・有効性： 計画的で効率的な本事業の実施により、森林の有する多面的機能が

持続的に発揮され、水源林の保全や地域の基幹産業である農業及び水



産業の振興や地球温暖化の防止等に寄与し引き続き効果の発現が見込

まれることからも、事業の有効性が認められる。 

 新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及び各

観点からの評価を踏まえて総合的かつ、客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効果的・効率

的に計画されていると認められる。 

 



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 北海道

施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

水源涵養便益 洪水防止便益 10,320,750

流域貯水便益 1,964,719

水質浄化便益 8,081,045

山地保全便益 土砂流出防止便益 10,078,140

環境保全便益 炭素固定便益 2,209,541

木材生産等便益 木材生産経費縮減便益 67,933

木材利用増進便益 8,184

木材生産確保・増進便益 1,106,290

森林整備経費縮減等便益 森林管理等経費縮減便益 25,442

森林整備促進便益 282,483

総　便　益    （Ｂ） 34,144,527

8,038,525

34,144,527

8,038,525

#REF! 71,397
参考

50,800,880

9,728,074

63,432,943

10,901,100

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

日高森林計画区（日高北部森林管理署・日高南部森林管理署）

大　区　分 備　　　　考

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 4.25

費用便益比
（ｉ＝０．０２）

Ｂ÷Ｃ＝ 5.22

費用便益比
（ｉ＝０．０１）

Ｂ÷Ｃ＝ 5.82

＝

＝



森林環境保全整備事業
日高森林計画区 事業概要図

（日高北部森林管理署・日高南部森林管理署）

森林整備

更新面積 1,397 ha
保育面積 16,370 ha

路網整備

開設延長 17.55 km




